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国連における「SDGs 達成のための ESD の貢献」に関して 

岡山大学が担う役割と、ESD 教師教育世界大会の開催について 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
＜記者会見＞ 

日  時 令和元年 8 月 20 日（火）13:30～ 
場  所 津島キャンパス本部棟 6 階 第一会議室（岡山市北区津島中 1-1-1） 
題  目 国連における「SDGs 達成のための ESD の貢献」に関して 

岡山大学が担う役割と、ESD 教師教育世界大会の開催について 
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＜お問い合わせ＞ 
国際部国際企画課 
（電話番号）086-251-7036 

SDGs 達成のための ESD の貢献について、世界的関心が高まっています。国連本部内では 7 月 9
～18 日、閣僚級の国連ハイレベル政治フォーラムが開催されました。また、9 月 24～25 日に、首脳

級の国連ハイレベル政治フォーラムが開催され、2030 年までの ESD の将来計画が議論されます。 

岡山大学は ESD の実績を重ねており、これを生かした SDGs 達成への取り組みを推進していま

す。国連ハイレベル政治フォーラムのサイドイベント（7 月 15 日ユネスコ主催、日本政府・ドイツ

政府・ケニア政府共催「Education for Sustainable Development for 2030」）では、セッション唯一の発

表者として槇野学長が登壇。本学の取り組みと、11 月に本学で開催予定の、ESD 教師教育のグロー

バルフレームワークに関する世界会合について説明し、世界的に評価を受けました。 

国連ハイレベル政治フォーラムに参加したことで本学が果たした役割と、11 月に開催する ESD 教

師教育世界大会について、ご説明いたします。 


